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本稿では、戦後占領期の戸籍法改正過程の解明を課題として取り上げる。また、民法改正に於ける「家」制度改廃
〃針の決定過蝿も、後述の通り限定的・砿点的に考察する。具体的には、一九四六年二Ⅱ以後の窓法改正過漉から、
（１） 
一九四七年（昭和二一一年）一一一川の瓜法・戸繍法（及び戸繍法施行規則）改正に至る過祇を対象として扱う。（以下、
「比法改正」「戸繍法改正」とは於本的にこの時期の改正を指す。但し、民法については、第二章の序に於いて述べる
通
り
、
一
九
四
六
年
九
川
ま
で
を
遍
点
的
に
扱
う
。
）
占
傾
期
の
戸
鰭
法
改
正
の
効
き
は
、
人
別
し
て
次
の
三
つ
の
要
因
に
規
定
さ
れ
、
各
々
に
対
応
す
る
「
流
れ
」
が
存
在
し
た
と
み
る
こ
と
ど
ま
っ
た
。
第
一
に
、
法
的
「
家
」
制
度
廃
止
。
節二に、人口勅態洲在・統汁の粉糖化。
第
三
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
樅
利
の
保
趣
。
このうち、戸鯖法の根本的・全面的改正を要請したのは、言うまでもなく第一の「家」制度廃止の流れである。第
二の人ｎ動態調査・統計の精密化の流れは、結果的には戸薪法よりも一川鰯法施行規則の改正を要請することとなった。
また、節三のプライバシーの椛利の保説の流れは、第二の流れと拾仇しつつ、限定的・先駆的な改服及びその試みに
とが
で
き
る
。
序
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1丁し
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本
稿
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対
象
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九
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巻
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Ⅶ
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八
二
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次
に
、
課
題
を
限
定
し
て
お
く
。
立
法
史
・
法
改
正
史
の
解
明
に
あ
た
っ
て
の
作
業
設
題
と
し
て
は
、
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
（２） 
（１）史料の発見・特定・縦皿
（２）法改正過樫の動的力学側係（Ｏ望月目８即ち「（何時、）誰が、何を、如何なる（第一次的）理由・背景の下
（３） 
に、決めたのか」）の考察
（３）改正内容の川自・源の衿察（他の法［体系〕圏からのものか否か）
（
４
）
異
な
る
法
制
度
の
（
法
改
正
段
階
で
の
）
受
容
／
非
受
容
の
要
因
の
考
察
（
（
２
）
と
当
然
関
連
）
（
５
）
改
正
法
の
、
改
脈
後
の
現
実
の
法
尖
務
・
社
会
生
活
で
の
受
容
の
考
察
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
比
較
的
多
量
に
亙
る
新
史
料
を
取
り
上
げ
て
実
証
的
側
而
に
頭
点
を
置
き
、
民
法
・
戸
繍
法
改
正
過
殿
で
、
ま
戦
後
古
研
期
の
民
法
・
戸
畷
法
改
正
過
懸
二
）
（
和
川
）
五
三
本
稿
で
は
、
戸
籍
法
改
正
過
程
の
「
三
つ
の
流
れ
」
全
て
の
簡
潔
な
時
系
列
の
描
写
は
第
三
章
で
ま
と
め
て
行
う
。
そ
の
上
で
、
改
正
の
極
度
に
鑑
み
、
第
一
の
「
家
」
制
度
廃
止
の
流
れ
を
肢
も
大
き
く
取
り
上
げ
、
第
一
・
二
・
三
・
四
章
で
扱
う
。
特
に
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
節
一
章
の
磁
法
二
四
条
成
立
過
職
、
第
二
策
の
民
法
改
脈
過
程
は
、
戸
締
法
改
正
の
「
第
一
の
流
れ
」
に
と
っ
て
栴
接
不
可
分
か
つ
本
質
的
な
先
行
過
侃
で
あ
る
た
め
、
（
そ
の
限
り
で
限
定
的
か
つ
）
耐
点
的
に
考
察
し
て
お
く
。
第
二
の
人
口
動
態
調
査
・
統
計
の
糖
密
化
と
、
第
三
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
保
護
の
流
れ
は
、
相
互
に
拮
抗
す
る
こ
と
も
あ
り
、
併
せて節三・五章で扱う。
鋼
二
節
郷
迦
の
限
定
Hosei University Repository
水
稲
の
課
題
の
按
皿
の
た
め
、
ま
た
本
稿
に
と
っ
て
何
が
先
行
研
究
と
な
る
の
か
を
見
る
た
め
に
、
本
稿
の
主
要
な
対
象
と
な
る
「家」制皮と、迩法・民法・戸鯏法のⅢⅢ関係を、叩に瀞察しておく。
先
ず
占
伽
附
始
時
点
ま
で
の
弓
家
』
制
度
」
な
る
も
の
の
全
休
像
を
、
一
定
の
規
範
・
価
値
体
系
・
行
助
様
式
の
総
体
と
仮
定
し
て
お
く
。
こ
の
「
家
」
制
度
を
、
法
的
に
、
比
法
に
よ
っ
て
規
定
・
構
成
さ
れ
て
い
る
部
分
、
戸
籍
法
に
よ
り
規
定
・
構
成
さ
れ
て
い
る
部
（４） 
分
、
そ
の
他
の
法
規
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
部
分
、
と
に
函
復
さ
せ
つ
つ
分
別
す
る
。
占
伽
期
の
「
家
」
廃
止
を
中
心
と
す
る
戸
籍
法
改
正
は
、
第
一
に
、
患
法
の
主
と
し
て
二
四
条
が
民
法
上
の
「
家
」
制
度
の
改
廃
を
規
定
的
に
促
し
、
更
に
こ
の
比
法
止
の
「
家
」
廃
止
と
密
接
に
側
皿
す
る
限
り
で
、
戸
鯖
法
上
の
「
家
」
廃
止
を
規
定
的
に
促
し
た
、
と
い
う面がある。第二に、しかし、比法上の「家」改廃からは導きⅢされない戸耕法特有の「家」改廃が如何に行われ試
み
ら
れ
た
か
、
と
い
う
而
も
あ
る
こ
と
に
制
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
の
面
で
は
、
戸
籍
法
改
正
が
、
恵
法
・
民
法
の
改
正
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
の
で
、
「
誰
が
何
を
実
質
的
に
決
め
た
の
か
」
を
知
る
た
め
に
は
、
患
法
・
民
法
の
改
正
過
侃
に
立
ち
入
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
恵
法
二
四
条
が
、
櫨
接
に
民
法
中
の
「
家
」
改
廃
を
促
し
、
この延長上にある戸職法巾の「家」改廃が、戸繍法改正の「第一の流れ」であり、これが考察の対象となる。
筑二の而は、結果的に法改正過概に於いては遜法・民法とは脈関係に戸繍法改正そのものに現れて来た。「家」制
法学志林
ず（１）、及び（２）
干
補
う
が
、
こ
れ
ら
は
第
三
節
「
家
」
制
度
と
懸
法
・
比
法
・
戸
籍
法
の
相
互
関
係
第
九
十
Ⅲ
巻
第
川
珊
五
Ｗ
の
「
誰
が
、
何
（
改
正
の
実
体
）
を
、
決
め
た
の
か
」
の
究
明
に
課
題
を
限
定
す
る
。
（
３
）
（
４
）
の
面
は
若
（５）と共にその全貌解明は今後の研究課題とする。
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次
に
、
史
料
状
況
と
先
行
研
究
を
概
観
・
雛
理
し
て
お
く
。
詳
細
は
各
章
で
適
宜
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
先
ず
、
「
第
一
の
流
れ
」
に
つ
い
て
は
、
戦
後
占
伽
期
の
法
的
「
家
」
制
度
廃
止
過
隈
の
全
休
像
を
、
遜
法
・
阯
法
・
戸
鱗
法
も
含
め
て解明した研究は現在まで川ていない。
憲法改正過程については周知の如く、｜次史料の擬皿も含め、数多くの研究がなされ、概要は判明している。ただ、
憲法二四条の詳細成立過程については、本稿で若干補い得るところがあったかと思われる。
比
法
改
正
過
稗
に
つ
い
て
は
、
一
力
で
、
改
爪
法
の
内
容
を
論
ず
る
研
究
が
、
史
料
の
公
表
に
先
行
し
た
。
こ
れ
ら
も
本
柚
と
柑
接
な
関連がある。本稿木尾「付表文献リスト」（以下単に「付表」と記す）の、「氏法改正側述」巾の釆栖、両村論文は
もとより、瓜法改正要綱・改脈法案の起草委且であった我斐榮・中川善之助によるもの、そして牧野英一、小川薫、
川
島
武
宜
に
よ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
他
方
で
、
史
料
に
つ
い
て
は
、
付
表
の
「
民
法
改
正
関
連
」
の
我
妻
染
編
纂
『
戦
後
に
お
け
る
民法改正の経過」（以下、本稿末尾の略語表の通り『経過』と略す）に於いて一九五六年に重要な史料が、公表され
た（主に一次史料だが、二次史料である一九八Ｗ・近血年の廠談会氾録も耐要○粁千ながら戸耕法改正に側する史料
も
含
ま
れ
て
い
る
）
。
こ
の
「
経
過
』
刊
行
と
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
、
後
に
『
経
過
」
を
も
蹄
ま
え
て
公
表
さ
れ
た
批
爪
な
研
究
が
、
戦
後
占
領
期
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
二
）
（
和
田
）
五五
度
の
う
ち
、
民
法
と
は
別
個
に
、
戸
籍
法
の
み
が
規
定
・
構
成
す
る
部
分
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
人
口
動
態
統
計
の
精
密
化
・
プ
ラ
イ
バ
シーの椛利保趣を起川とする戸鮒法改正である「節二・第三の流れ」が考察の対象となる。（こうした改服と「家」
制度との巡閲の詳細は、第近章の「序」で述べる。）
第
四
節
史
料
状
況
と
先
行
研
究
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法
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第
九
十
Ｎ
巻
第
四
号
五六
収孝一と竹下史郎による一九五七年の「新民法の成立」（略韮叩表参照、付表「民法改肛関迎」にも掲げた）であり、
こ
れ
は
日
本
側
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
起
草
・
改
正
関
係
者
に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
（
二
次
的
）
史
料
を
も
含
む
。
そ
の
問
題
関
心
は
、
「
社
会
的
経
済
的
考
察
を
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
坤
術
不
足
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
［
…
…
］
第
一
歩
を
当
該
氏
法
改
正
の
血
法
過
醗
に
（５） 
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
意
見
お
よ
び
力
の
動
き
の
考
察
に
よ
っ
て
試
み
」
る
と
い
う
も
の
で
、
本
稿
の
問
題
関
心
は
基
本
的
に
こ
れ
と
同
一
の
機
軸
上
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
付
表
「
民
法
改
肢
側
述
」
巾
の
渡
辺
派
三
、
利
行
信
義
、
依
川
枡
一
、
カ
ー
ト
・
ス
タ
イ
ナ
ー
に
よ
る
先
行
研
究
は
、
恵
法
と
側
述
付
け
、
家
族
政
簸
・
農
地
政
莱
な
ど
の
一
理
と
し
て
の
民
法
改
正
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
殊
に
ス
タ
イ
ナ
ー
論
文
は
日
本
側
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
関
係
を
主
要
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
る
。
た
だ
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
内
部
文
漕
の
一
次
史
料
の
内
、
民
法
・
戸
厭
法
改
正
に
肢
も
深
く
関
係
し
九
Ｇ
ｓ
（
略
語
炎
参
照
）
の
文
替
の
大
半
は
、
そ
の
後
Ｃ
ｓ
の
関
連
部
署
が
機
構
改
革
で
Ｌ
Ｓ
（
略
語
表
参
照
）
と
な
っ
た
た
め
、
Ｌ
Ｓ
の
文
譜
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
八
七
’
八
八
年
に
初
め
て
日
本
国
内
で
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
Ⅱ
水
川
の
研
究
で
は
伽
か
し
か
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ス
タ
イ
ナ
ー
（６） 
の
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
文
書
を
散
発
的
に
参
照
し
た
の
み
で
、
か
つ
日
本
語
史
料
の
参
照
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
民
法
上
（７） 
の「家」廃止刀針決定にあたり、「誰が何を決めたのか」は解明されなかった、と一一両える。
（８） 
尚
、
比
法
改
正
と
側
述
の
深
い
家
事
辮
判
法
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
堀
内
節
の
大
部
の
二
粁
、
『
家
事
審
判
制
度
の
研
究
』
『
統
（９） 
家叩辮判確制度の研靱堂がある。これ、ｂに所収の一次史料は、比法改脈過秘に側するものが多く、参考になる。また、
二
粁
の
う
ち
前
打
は
、
氏
法
改
正
過
限
を
Ⅲ
当
詳
細
に
叙
述
し
、
戸
締
法
改
正
過
限
も
あ
る
廠
皮
細
介
し
た
上
で
、
起
草
委
艮
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（皿）
に
よ
る
改
正
作
業
自
体
を
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
堀
内
に
よ
る
批
判
は
、
既
述
の
他
の
光
一
汀
研
究
と
何
様
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
内
部
文
祇
面
（
及
び
戸
鱗
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
一
九
八
二
年
以
後
に
日
本
で
公
表
さ
れ
た
一
次
・
二
次
史
料
）
を
参
照
し
得
な
か
っ
た
た
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（皿）
めもあるとは一一一一口え、的外れとも思われる部分があるが、一次史料植理・改正過程紹介の部分は参考となる。
以
上
の
忠
法
・
民
法
改
正
過
廠
に
述
な
る
「
第
一
の
流
れ
」
の
戸
鯏
法
改
正
過
思
で
あ
る
が
、
先
ず
、
一
次
史
料
は
当
初
『
経
過
』
で
戸
繍
法
改
正
要
綱
案
が
公
表
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
改
正
法
案
の
ご
く
一
部
と
、
Ｏ
Ｓ
と
の
交
渉
記
録
が
公
表
さ
れ
た
の
は
一
九
八
二
’八三年であり（付表「戸籍法改正関連」中の「現行戸籍法立法関係資料Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅱ補遺」己Ｐ籍」誌に連救）、
ま
た
当
時
の
戸
耕
法
改
正
の
戒
接
閃
係
打
に
よ
る
回
航
の
服
談
会
が
行
わ
れ
た
の
も
、
そ
の
記
録
が
公
刊
さ
れ
た
の
も
一
九
八
二
年
で
あ
っ
た
（
付
表
「
戸
瀞
法
改
正
閃
述
」
巾
の
「
現
行
戸
繍
法
の
歩
み
蛸
一
回
燃
談
会
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」
『
戸
繍
』
誌
迎
城
）
。
こ
れ
ら
の
史料・文献を参照した研究は、管見によればごく僅かであり、かつ戸綴法改正過程の極めて限定的な部分に言及する
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
（
詳
細
は
三
・
四
・
瓦
章
参
照
。
他
〃
で
、
改
正
後
の
戸
鯏
扶
の
内
容
に
川
す
る
文
献
は
、
火
扮
家
向
け
も
含
め
、
改正に面接閃わった青木義人によるもの（付表「戸籍法改正関連」参照）を始めとし、多々ある。）
次
に
、
人
口
動
態
統
計
桁
密
化
の
た
め
の
戸
繍
法
改
正
の
「
第
二
の
流
れ
」
は
、
同
時
に
後
述
「
第
三
の
流
れ
」
と
も
側
述
す
る
が
、
戸
職
法
側
迎
の
文
献
に
は
ご
く
伽
か
に
付
随
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
棚
で
は
、
統
計
・
人
口
助
態
洲
介
及
び
そ
の
発
展
史
関
連
の
文
献
は
未
調
査
で
あ
る
も
の
の
、
戸
籍
法
改
正
史
の
一
端
と
し
て
こ
の
側
面
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
管
見
の
限りでは見あたらない。（詳細な調査は今後の課題としたい。）
岐後に、プライバシーの椛利保趣の「第三の流れ」のうち、殊に戸繍禰の公附原川をめぐる一川締法改正全般につい
ては、その後一九七六年の戸籍法改正で公開原則が制限されたことに関連し、同年前後に若干の研究がなされている。
しかし、占価川の改正過秘巾のプライバシーの椛利保没の試みについては、殆ど言及されていない。これは、一九八
二年に初めて公表された前山の三脚鵜』誌巾の史料、殊に一次史料である「戸濡法ノ会談録」（略語表参照）のＧＳ
戦
後
占
飢
期
の
民
法
・
戸
瀞
法
改
正
過
程
（
二
（
和
川
）
五
七
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先
ず
、
一
次
史
料
と
し
て
は
、
來
醐
入
学
法
学
部
附
川
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
浅
科
部
所
蔵
の
所
洲
「
我
妻
文
耕
」
の
中
に
発
見
さ
れ
た
米
公
刊
の
戸
籍
法
改
正
諸
草
案
と
、
一
九
八
二
年
に
『
戸
鱗
』
誌
上
で
公
表
さ
れ
た
他
草
案
・
Ｏ
Ｓ
と
の
交
渉
記
録
を
、
参
照
し
た
。
更
に
、
二
次
的
史
料
と
な
る
が
、
以
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
に
つ
い
て
、
共
に
当
時
の
草
案
起
草
幹
事
で
あ
っ
た
、
故
川
島
武
血
教
授
と
、
東
京
大
学
法
学
部
来
栖
三
郎
名
灘
教
授
へ
の
祓
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
順
に
、
一
九
九
一
年
Ⅱ
’
六
Ⅱ
、
一
九
九
○
年
二
（Ｍ） 
月）で補足した。（以上、すべて詳細は次号以下に譲る。）
先
ず
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
う
ち
０
ｓ
・
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
・
Ｃ
－
＆
Ｅ
（
後
二
行
も
水
柚
木
尼
の
略
語
衣
参
照
）
の
三
セ
ク
シ
ョ
ン
の
内
部
又
洲
の
一
次
（旧）
史
料
を
、
恵
法
は
一
一
四
条
に
絞
り
、
比
法
・
戸
鰯
法
は
改
服
過
臓
全
般
に
亙
り
、
可
能
な
限
り
洲
在
し
た
。
更
に
、
一
一
次
的
史
料
と
な
る
が
、
当
時
の
Ｇ
Ｓ
の
課
長
で
後
に
次
長
と
な
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
（
○
ゴ
ロ
ュ
の
⑪
ｒ
【
且
の
の
）
と
、
憲
法
草
案
（
所
謂
「マッカーサー蔵空く」）の人椛の章の起草抑当打であったベァテ鋼シロタ（呪姓ゴードン諏口８汀の一『ｏＢｏｏａ・口）に
（旧）
対し、和川が匝錐鱈灯った、公表を前提としたインタビュー（一九九一一一年四’五Ⅱ）で補足した。
法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
四
号
五八
と
司
法
宵
の
〈
枩
談
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
樅
利
保
謹
に
つ
き
交
渉
さ
れ
た
）
記
録
が
参
照
さ
れ
得
な
か
っ
た
た
め
も
あ
ろ
う
。
一
九
八
二
年
よ
り
後
の
研
究
に
つ
い
て
も
状
況
は
ほ
ぼ
Ｍ
槻
と
見
受
け
ら
れ
る
。
以
上
の
史
料
・
研
究
状
況
の
巾
で
、
本
稿
が
新
た
に
取
り
上
げ
た
史
料
を
雛
理
し
て
お
く
。
（２）日本川史料
（１）ＧＨＱ側史料
第
五
節
新
史
料
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本
稿
は
、
先
行
研
究
と
の
関
係
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
第一に、時間杣に州う刀向で言えば、戦後占価川の戸瀞法改正過撒中手を付けられていなかった四点、（１）改正
諸軟案の特定・雅皿・検討、（２）ＧⅡＱとの交渉過限の日本側史料の検討、（３）同じくＧＨＱとの交渉過職に側す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
史
料
の
特
定
・
終
皿
・
検
討
、
（
４
）
国
会
に
お
け
る
戸
繍
法
改
正
案
群
議
の
検
討
、
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
節
二
に
、
時
間
軸
に対し枇に切る断而で言えば、戦後占価期のＧＨＱ主導の法制度改革のうち、民事法（特に民法）
（旧）
改眠過秘の研究を史に一歩進める形で、》川厭法改正過税の全休像を柵こうとする試みである。これにより、法制皮改
（旧）
革の巾でのＧＨＱの影響と日本側が果たした役割を、（先行業絨によってかなりの限度明らかになっていた）恵法二
戦
後
（
航
期
の
民
法
・
戸
篤
法
改
正
過
程
二
）
（
和
川
）
五
九
ま
た
、
一
次
史
料
と
し
て
は
、
全
面
的
な
調
査
は
未
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
当
時
の
民
法
改
正
作
業
に
於
い
て
事
務
局
的
役
割
を
染
た
（旧）
（応）
していた「民法調行案」の一ｕであった小俣喜一郎が収災・綴っていた「小俣文誠、」巾の民法・一、締法改正関述史
料・諸草案（本文評にしかない砺婆な一次的史料はないものと見受けられる）も補充的に参照した。史に、二次的史
料
と
し
て
は
、
岨
ノ
竹
下
「
新
比
法
の
成
立
」
（
略
語
表
参
照
）
執
飛
に
際
し
、
竹
下
が
一
九
Ⅲ
三
ｌ
爪
四
年
に
行
い
、
同
論
文
に
多
く
引
川
さ
れ
て
い
る
比
法
改
正
の
面
接
関
係
将
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ニ
部
分
は
川
・
竹
下
両
者
に
よ
る
）
の
記
録
（
竹
下
の
手
書
き
メ
以
上
を
利
川
し
つ
つ
、
民
法
改
正
に
於
け
る
「
家
」
改
廃
力
針
決
定
過
陛
と
、
たのか」を考察した。
（灯）
モ）を３Ｄ、参照している。
第
六
節
本
稿
の
位
置
付
け
戸
籍
法
改
正
過
膿
の
解
明
を
試
み
、
「
誰
が
何
を
決
め
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略
語
表
（１）ＧＨＱの部局の略語
Ｃｌ＆ＥＱ菖旨【。。目は○口目□周Ｐ３【】・ロの⑦８．口（通常、「民間情報教育局」と訳される）
ＯＳ○・くの日日の口（のＣ＆Ｃ口（通常、「民政局」と訳される）
ＬＳいの、巴のの。【一○口（迦術、「法務局」と訳される）
ＰⅡＷ勺ＰｇＯ函８一一ゴロ且言の一『日①いの８○口（通常、「公衆衛堆福祉局」と訳される）
法
学
志
林
第
九
十
Ⅲ
巻
第
四
号
六
○
四条の成立、（従来部分的な解明にとどまっていた）民法改正、及び戸籍法改正に於いて明らかにしようとする。換
言すれば、先行研究では詳論されなかった戸籍法との関連での「家」制度廃止過程の一部分を重点的に究明しようと
（、）
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｌ
Ｓ
 
ｒの、口』“の。曰ｏｐ
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
勺
仁
ワ
〕
局
函
８
一
ｓ
（２）引用・参照文献の略語
「経過』
収／竹下「新民法」
。戸籍法／会談録」
．、新法ノ腿談会Ｉ」
録 我妻榮編『戦後における民法改正の経過』日本評論社、一九五六年
川ネーノ竹下史郎「新民法の成立」『識腿家族問題と家族法Ｉ』酒井謙店、一九五七年
「
雛
二
疏
肱
法
迦
鵬
に
お
け
る
法
学
務
の
役
剛
’
三
つ
の
肱
賜
の
せ
め
ざ
あ
い
ｌ
と
の
表
幽
で
、
川
孝
一
『
家
族
法
著
作
選
集
第
一
巻
戦
後
改
革
と
家
族
法
１
－
家
・
氏
・
戸
籍
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
に
両
「現行戸繍法立法関係資料Ⅲ」ヨＰ籍』四五八号（一九八二年一二月）三五’五五頁
「座談会現行戸繍法のあゆみｌ」ヨ、鰯』四五五号（一九八二年九月号）三四’四七頁
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付表文献リスト（本文で言及した順ｌｌ概ね初出時に従い時系列だが、同著者によるものはまとめて列挙した）
以下は、本文「序章」で先行研究について述べるためにのみ作成された例示的なリストであって、網羅的なものでは全くない。
詳細な参考・引川文献は、各章注を参照されたい。
（１）民法改
米
栖
三
郎
西
村
信
雄
五四年］
我
妻
榮
編
『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』
Ⅲ
本
評
論
社
、
一
九
五
六
年
我
斐
榮
「
変
遷
の
回
顧
総
説
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
○
号
『
戦
後
法
制
の
変
遷
回
顧
と
展
望
』
一
九
五
六
年
〔
二
月
一
五
日
号
］
中
川
善
之
助
弓
民
法
改
正
案
意
見
書
』
異
見
」
『
法
律
タ
イ
ム
ズ
』
第
七
号
、
一
九
四
七
年
中
川
善
と
助
「
変
遷
の
回
顧
身
分
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
○
○
号
『
戦
後
法
制
の
変
遷
回
顧
と
展
望
』
一
九
五
六
年
［
二
月
一
五
日
号
］
牧
野
英
一
「
民
法
の
改
正
と
家
族
主
義
」
『
法
律
新
報
』
第
七
四
○
号
、
一
九
四
七
年
二
月
号
牧
野
英
一
『
家
族
生
活
の
尊
重
」
有
斐
閣
、
一
九
五
四
年
中川燕「わが家族制度の沿雌」『法律新報』第七三三号、一九Ｎ六年一一月・一二几合併号
中田薫「民法改正と家族制度」『法律新報』第七四一号、一九四七年一二月号
川脇武嵐「川本社会の家族的櫛成」『川脇武武将作災第一○巻家族法ｌ」岩波懇店、一九八三年［初川一九四六年］
川
島
武
富
「
新
憲
法
と
家
族
制
度
ｌ
民
法
改
正
要
綱
を
中
止
と
し
て
Ｉ
」
「
川
島
武
宜
韓
作
集
第
二
巻
家
族
法
２
」
岩
波
誓
店
、
年
［
初
出
一
九
五
○
年
］
民
法
改
正
関
連
「
学
界
展
望
民
法
」
『
私
法
』
第
一
巻
、
一
九
Ｗ
九
年
『戦後日本家族法の民主化上巻』法律文化社、一九七八年［初出『立命館法学』〔（一）Ｉ（三）として］一九五二Ｉ
戦後占航期の民法・戸蒲法改正過程（二（側Ⅲ）
一ハ一
九
八六
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依利
Ｗ鳶：
一社義
利
谷
檮
義
「
戦
時
体
制
と
家
族
ｌ
圃
家
総
動
員
体
制
に
お
け
る
家
族
政
策
と
家
族
法
ｌ
」
緬
島
ｆ
火
織
『
家
族
政
策
と
法
６
近
代
Ｈ
本
の
家
族
政
簸
と
法
』
東
京
大
学
川
版
会
、
一
九
八
四
年
利
谷
信
義
「
我
妻
先
生
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」
収
孝
一
『
家
族
法
務
作
選
集
第
一
を
戦
後
改
革
と
家
族
法
－
－
家
・
氏
・
戸
繍
」
付
録
「
月
報
３
」
、
日
本
渡
辺
洋
二
「
戦
後
の
家
族
制
度
論
争
」
同
司
法
社
会
学
と
法
解
釈
学
』
滑
波
諜
店
、
一
九
五
九
年
利谷信義「農地資産相続特例法とＧⅢＱ」『社会科学研究』第二六巻三・円台俳号、一九七四年
利
谷
信
義
「
家
族
制
度
論
争
」
小
林
直
樹
ノ
水
本
浩
編
『
現
代
日
本
の
法
思
想
』
有
斐
閣
逸
書
、
一
九
七
六
年
利
行
信
義
「
戦
後
の
家
族
政
簸
と
家
族
法
－
－
形
成
過
秘
と
特
画
‐
’
し
禰
胤
正
大
編
『
家
族
政
簸
と
法
Ｉ
総
論
』
米
爪
大
学
川
版
会
、
一
九
七
法
学
志
林
鏑
九
十
Ｎ
巻
節
四
号
レハーー
川島武宜「イデオロギーとしての『家族制度』」「川島武宜著作集第一○巻家族法ｌ』岩波書店、一九八三年〔初出一九五七
年
－
１
但
し
、
内
容
上
は
一
九
四
八
’
五
○
年
に
初
出
］
収
孝
一
「
家
族
制
度
ｌ
比
法
改
正
史
の
一
駒
」
『
思
想
』
三
川
八
号
、
一
九
五
三
年
岨
孝
一
ノ
竹
下
史
郎
「
新
民
法
の
成
立
」
『
講
座
家
族
問
題
と
家
族
法
Ｉ
家
族
』
、
酒
井
書
店
、
一
九
五
七
年
岨
孝
一
「
戦
後
の
民
法
改
正
過
程
に
お
け
る
『
氏
芒
日
本
法
社
会
学
会
編
『
家
族
制
度
の
研
究
（
下
）
理
論
と
質
感
』
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
収
孝
一
「
民
法
改
正
」
『
法
律
時
報
臨
時
哨
刊
川
刊
五
○
周
年
記
念
昭
和
の
法
と
法
学
』
一
九
七
八
年
一
二
Ⅱ
（
以
上
の
収
論
文
は
す
べ
て
、
収
孝
一
『
家
族
法
著
作
選
集
第
一
巻
戦
後
改
革
と
家
族
法
１
－
家
・
氏
・
戸
籍
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
に
法
律
文
化
社
、
一
九
八
一
年
七
年
再録されている。）
「
戦
後
日
本
の
社
会
改
砧
１
－
家
族
制
度
改
革
を
中
心
と
し
て
‐
ｌ
Ｌ
行
地
享
他
編
『
家
族
の
法
と
雁
史
背
山
逆
火
博
士
追
悼
論
文
災
」
一九九二年
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（同論文の和訳が、
究
」
東
京
大
学
出
版
（２）戸獅法改正側述
利
水
役
人
ノ
平
倒
他
人
他
「
現
行
戸
聯
法
の
歩
み
第
一
回
服
談
会
Ｉ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
」
ヨ
川
研
』
銅
Ⅲ
八
五
、
四
孤
六
、
Ⅲ
Ⅲ
し
号
、
一
几
八
二
年
「現行戸瀞法立法関係資料Ｉ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅱ補遺」ヨ、厩』第四五五、川五六、四五八号、一九八二年、四六五号、一几八三年
青木義人「回顧と展馴戸鰯制度」『ジュリスト』一○○号『戦後法制の変遷回顧と展望』一九五六年［二月一五ｎ号］
依田精一「戦後家族法の改正と「家族制度」の廃止」森泉章編「現代民法学の蕪本問題内山尚三・黒木一一一郎・石川利夫先生還
勝
記
念
』
下
、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
三
年
【Ｐ別（の【の臼図・農弓可のｏ８ＰｂＰ二ｏｐｐｐＱｓの幻のｍｏｎｇｏ〔Ｓの〕ロロ“ロの②のＱく一一○○○の３．幻○ケの『［何．こぐｍＨＱｐロロ国。⑫三戸口ＮＰ⑫口云口日ＯＳ
（のＱ⑭．）。ＣＱ司○ｎ日拭凰菖埆、口ごロ爲自●琴の』（へ荷巨。Ｒ属ごロ睡○斡・ロヨぐのＨ巴ごｏ「出仰尹「巳一勺円のいの・四ｏｐｏｌＰ－Ｐ巴②『・
（同論文の和訳が、カート・スタイナー、川巾英夫訳「占伽と比法典の改正」坂本義和ノＲ・Ｅ・ウォード編『川本占航の研
究」東京大学出版会、一九八七年）
ま
た
、
民
法
・
戸
獅
法
巾
の
「
家
」
改
廃
を
め
ぐ
る
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
内
部
文
撫
全
般
に
つ
き
、
仙
稿
「
学
界
展
望
日
本
近
代
法
史
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
祖
」
「
Ｎ
家
学
会
雑誌」第一○八巻一・二号（一九九五年二月）、二五一’二五四頁を参照。
（２）本稿で扱う「史料」には、第一に、法改正過樫の面接かつｎ時的な産物である改正要綱・改正聴案や、これらを帝議した議会ほか
戦
後
占
傾
期
の
比
法
・
戸
籍
法
改
正
過
程
（
二
（
Ⅷ
川
）
企ハーニ
（
‐
）
水
繍
掻
休
の
内
糯
を
脈
縮
し
た
も
の
と
し
て
Ⅷ
櫛
「
戦
後
占
師
期
の
鵬
法
・
戸
繍
法
改
正
ｌ
『
象
」
の
臓
止
と
そ
の
鵬
郷
」
『
法
社
会
学
』
鏑
四
八
冊（一九九六年三川）、二○九’一二Ｎ頁がある。また、やはり木脇全休とＭＨを論じつつ、必喚岐低限ながら爪喫な山科の典拠も含
めた注を付したものが、旨五三【○言②§・膠〕：目８⑦司口日旨５急勾の｛。【ｇ８１月ｓｏで。②冒貝○，８℃目・貝三回のｓの頃○口のの．（荷）
レケｏ戻す８勺鬮ｍｐｍ日出同三回（ｚ）・『●鳶ｍＣ８③昌冨、“＆』ぬぬい』§目皀忌日畠宛⑮い③５３０ゴミミミ目②ＣａＯ（。ご＆い§・旨ミョミ○詞。』②。‐
３○百軋日へ』いい○○日目・再勾ｓ・「暁・切周註：冒特日高“「・日芹巴耳】§：○○日日濠のの【ｏ『（冒冗○ｍいし、．］遷切［全巻の通し頁悉号はない
が、仙稿限りでの８・】ｌ扇の頁耐ザあり］である。（ほぼ同一の論」川を同じく英文でさらに排しく論述した川脇が近々ト§〉甘」ｇ§．
『。Ｆ農に掛峨千ふ化。）
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（３）無論、緋的なの日口８即ち、与えられた状況下では「如何に決めざるを御なかったか」なる耐にも剛窓する必要がある。
（
４
）
川
解
は
敢
え
て
避
け
る
が
、
「
家
」
制
皮
を
、
（
ａ
）
民
法
に
よ
っ
て
規
定
，
柵
成
さ
れ
て
い
る
部
分
（
ｂ
）
戸
蜥
法
に
よ
り
規
定
・
櫛
成
さ
れ
て
い
る
部
分
（
ｃ
）
そ
の
他
の
法
規
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
部
分
（
ｄ
）
法
規
に
よ
ら
な
い
部
分
に
分
別
す
る
と
、
以
下
の
「
第
一
の
流
れ
」
で
扱
う
の
が
、
（
ａ
）
（
ｂ
）
が
噸
複
す
る
部
分
、
「
第
二
・
三
の
流
れ
」
で
扱
う
の
が
、
（
ｂ
）
の
う
ち
（
ａ
）
と
菰
腹
し
な
い
部
分
で
あ
る
。
枠
組
み
の
被
皿
と
し
て
付
け
加
え
て
おけば、（ｃ）のうち（ａ）とも（ｂ）とも諭複しない部分、つまり民法・戸騎法以外が規定する「家」制度の例としては「隣組」が、
（ｄ）の例としては「教育勅語」を蟻げることができよう。
（５）「新民法の成立」三六八頁。
（
６
）
そ
の
叩
附
は
、
川
脇
「
学
界
腿
弛
Ⅱ
水
近
代
法
史
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
件
」
（
注
Ｉ
）
巾
の
段
落
．
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
７
）
民
法
改
正
過
侃
の
研
究
一
般
に
関
し
、
剛
内
の
研
究
状
況
及
び
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
、
利
谷
偏
義
「
家
族
制
庇
論
争
」
小
林
矼
樹
／
水
水
油
細
部
現
代
Ⅲ
木
の
法
胆
似
』
、
斐
川
、
一
九
七
六
年
、
一
六
六
’
一
七
川
口
を
参
照
。
ま
た
、
一
几
七
八
年
段
階
で
の
、
瓜
法
改
正
過
雁
の
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
を
縦
剛
し
た
一
文
、
Ⅲ
孝
一
「
比
法
改
正
」
『
法
祁
時
側
」
Ⅲ
○
巻
一
三
甥
（
一
九
七
八
年
）
（
『
家
族
決
杵
作
選
災
飾
一
を
戦
後
改
耶
と
家
族
法
ｌ
蕊
・
氏
・
戸
廠
』
ｎ
本
評
論
社
七
九
ｌ
几
匹
向
に
、
「
鋪
三
章
二
○
年
を
綴
て
噸
み
る
改
岻
過
概
ｌ
頚
斐
先
生
へ
の
架
空
質
問
状
ｌ
と
と
し
て
再
録
）
も
参
照
。
共
に
年
代
は
満
干
遡
る
が
、
研
究
状
況
に
は
そ
の
後
さ
ほ
ど
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
８
）
堀
内
節
「
家
事
審
判
制
度
の
研
究
』
「
続
家
事
審
判
制
度
の
研
却
塵
双
方
と
も
中
央
大
学
出
版
部
、
順
に
一
九
七
○
年
、
一
九
七
六
年
。
（９）前注の前著の一○三五－一○Ⅲ三瓜、後粁の一○Ⅲ六’二○七両（こちらは第二章のⅢ迎注参照）。
（川）同併二二八’二九六画の、「飾五新趨法の要諭による氏法改正と来朝褥判制度」本文、及びそこに示された（同謝所収の）一次
史料。
しのとする。 法学
志
体
節
九
十
Ｗ
巻
簸
川
号
六
Ｎ
の辮蝋体の議邪録がある。第二に、法改正過服の疵接側係行が、当時を回噸する廠談会・インタビュー等の紀録がある。この二打は、
法
改
正
過
程
を
解
明
す
る
た
め
の
史
料
と
し
て
の
価
値
・
精
確
性
に
差
異
が
あ
り
、
「
史
料
」
と
し
て
同
列
に
扱
う
こ
と
は
Ⅲ
来
な
い
。
ま
た
、
抑
々
後
者
を
「史料」と見なすべきか、についても見解の州述があろう。水稲では、右の点を冊保しつつ、史料・文献に一両及する際に、その質的兼
異に注意を喚起するため、単に便宜的表現な方法として、前者を「一次（的）史料」、後者を「二次（的）史料」とすることがある。
そ
の
上
で
、
。
次
文
献
」
と
い
う
川
謡
は
な
る
べ
く
避
け
る
．
が
、
敢
え
て
（
本
稿
末
雌
の
リ
ス
ト
の
如
く
）
「
一
次
文
献
」
と
い
う
と
き
は
ｌ
こ
れ
も
必
ずしも一般的な川諮法では雄いが、叩に府の「史料」との側迦を明確化する同的のためにｌ伽謝・後者双力を併せた「史料」を鵬す
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（、）「ＧⅡＱ」の誠を、水稲でいかなる意味に川いるかについて、以下を予め断っておきたい。
この点が耐喫なのは、一万では当時のⅢ本側の法改正関係打の多くが、川語上も発想上もＧⅢＱの内部部局を必ずしも個別に分離し
て
捉
え
て
い
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
他
力
で
改
庇
内
行
に
よ
っ
て
は
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
内
部
に
対
肱
が
あ
っ
た
た
め
、
内
部
部
局
の
仙
別
分
離
的
扱
い
が
災
求
さ
れ
（
旧
）
「
戸
溌
法
ノ
脳
談
会
Ｉ
」
（
本
稿
木
尾
の
略
語
友
参
照
）
三
川
ロ
に
拠
れ
ば
、
小
俣
は
一
九
Ⅲ
六
年
一
二
川
か
ら
瓦
二
年
一
川
ま
で
司
法
行
（
後
の
法
扮
庁・法務尚）比邪励に在繍している。
（
肥
）
命
名
は
、
竹
下
史
郎
救
授
に
よ
る
。
こ
の
文
付
は
、
竹
下
教
授
と
共
に
こ
の
史
料
を
符
川
し
て
お
ら
れ
る
川
孝
一
教
授
の
御
厚
意
で
凹
魔
さ
せ
て
頂
い
た
。
この場を備りてⅢ教授、竹下教授に心から感謝申し上げたい。
（
Ⅳ
）
こ
の
間
科
も
、
利
谷
脇
義
教
授
の
御
細
介
に
よ
り
、
川
教
授
・
竹
下
教
授
の
御
厚
意
で
閲
覧
さ
せ
て
Ⅸ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（旧）戸篇法が「民那法」か否かの鍍論は今一Ⅲ一措く。ここで言うのは、比耶法（具体的には民法）との側述で戸瀞法改正史を扱った、
（
Ⅱ
）
何
岱
の
評
価
・
問
題
点
の
謙
細
は
、
水
楠
第
二
東
、
序
の
側
述
注
参
照
。
（
吃
）
検
索
・
調
査
の
可
能
性
の
詳
細
は
、
仙
桶
「
学
界
歴
型
日
本
近
代
法
史
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
文
書
」
（
注
し
を
参
照
。
（
旧
）
川
稿
「
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
長
故
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
－
－
憲
法
二
四
条
の
成
立
と
、
民
法
・
戸
蠕
餓
の
「
家
」
制
幽
の
改
廃
過
膿
ｌ
」
『
法
学
志
休
』
九
Ｗ
避
二
緋
（
一
九
九
Ｌ
雌
一
川
）
、
一
軍
三
Ｔ
一
，
八
、
参
剛
．
本
文
に
ケ
イ
デ
ィ
ス
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
収
録
し
、
注
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
批
判
的
に
検
討
し
、
か
つ
シ
ロ
タ
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
必
要
な
範
州
で
一
而
及
し
て
お
い
た
。
、
）
御
多
忙
な
中
、
批
菰
な
時
側
を
割
い
て
下
さ
っ
た
釆
栖
教
授
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
遅
き
に
失
す
る
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
川
島
教
授
に
第一に、題法改正については、マッカーサーｎ身が関わっており、またＯＳが特に改正初期には、ほぼ排他的に主導したことから、
｜章をはじめ、本稿全般を通して「ＧⅢＱ」という時には、「マッカーサーをトップとする総体としてのＧⅡＱ、及び改正を担当した
部局としてのＯＳ」を脂す。
第
二
に
、
民
法
改
正
乃
蕊
「
宝
ご
制
度
改
廃
（
刀
針
）
と
の
関
係
で
は
、
次
の
二
点
に
嗣
愈
す
べ
き
で
あ
る
（
詳
細
は
二
章
に
譲
る
）
。
即
ち
、
日
本
側
関
係
者
の
多
く
は
主
観
的
に
、
Ｏ
Ｓ
と
Ｃ
ｌ
＆
Ｅ
を
一
体
と
し
て
「
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
」
と
捉
え
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一
因
と
し
て
災
際
に
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
で
も
、
組
織
上
、
氏
法
改
正
の
椛
限
は
Ｏ
Ｓ
に
あ
り
、
ｃ
Ｉ
＆
冊
に
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
Ｃ
ｓ
は
、
Ｏ
Ｓ
と
Ｃ
ｌ
＆
旧
の
迎
挑
を
砿
祝
し
て
い
た
こ
と
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
戦後占髄醐芯民法・戸繍法改正過稗（一）（和川）
六五
ご
御
多
忙
な
中
、
批
聿
感謝の意を災したい。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ろからである。
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
四
号
一ハーハ
民法改正との側辿で（主に二素で）敢えて「ＧⅡＱ」と言う時は、これは、「主にはＯＳ、剛次的にＣｌ＆Ｅ」を窓味するが、必婆に
応
じ
て
、
０
ｓ
・
Ｃ
ｌ
＆
旧
の
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
第
三
に
、
戸
鰯
法
改
正
過
程
で
は
以
上
と
は
異
な
り
、
三
・
五
章
に
述
べ
る
通
り
、
Ｃ
ｓ
と
Ｐ
Ｈ
Ｗ
は
、
人
口
動
態
調
査
を
め
ぐ
る
改
正
に
お
い
て
尖
鋭
な
対
立
を
見
せ
て
お
り
、
「
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
」
と
い
う
川
諮
は
分
析
遊
興
と
し
て
は
槻
他
し
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ⅱ
Ｗ
（
及
び
、
関
与
の
度
合
は
低
い
が
、
叫
合
によりＣｌ＆Ｅ）等、川謡も細かに使い分ける。
（
加
）
そ
の
作
業
の
本
質
的
一
環
と
し
て
、
あ
る
程
度
先
行
研
究
が
取
り
上
げ
て
い
た
民
法
改
正
過
程
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
一
次
史
料
を
、
更
に
可
能
な
限
り
広
範
皿
に
洲
通
し
、
縦
理
し
た
（
二
章
参
照
）
。
ま
た
、
以
上
の
作
業
に
よ
り
、
本
欄
が
戦
後
占
傾
史
の
全
休
像
の
解
明
に
も
微
か
な
り
と
も
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
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